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要旨： ＮＨＫの連続テレビドラマ小説「おしん」は 1983年（昭和 58年）に放送され，多くの人に感動を与
えた．この番組の視聴率は，最高で 62.9％の驚異的な数値であって，全国的に様々な社会現象をもたらした．
令和になった現在もなお全国のファンに感動を与えている．主人公おしんは志摩半島に 16ものチェーン店を
もつスーパーたのくらの経営者であり，女性起業家と言える．改めて小説「おしん」を読み直し，本稿にてお

しんが起業するに至るまで身に付けたビジネス・スキルと現代社会における企業が求める人材像との共通点を

探り，「おしん」に学ぶことができるスキルについて紹介し，起業を目指す際の心得について見解を示す． 
キーワード： おしん，起業，ビジネス・スキル 
 

１．はじめに 

橋田寿賀子原作小説「おしん」は，ＮＨＫの連

続テレビ小説として 1983年（昭和 58年）から 84
年（昭和 59年）にかけて放送された．「平均視聴
率 52.6％，最高視聴率 62.9％という記録を残し，
朝のドラマの記念碑的作品と言われている．」1) 

当校が所在する酒田市も当時ロケ地として賑わい

を見せた．特に山居倉庫は，当時の面影を残す数

少ない場所として，今もなお観光名所として賑わ

いを見せている． 
放送当時の NHK ドラマガイドでは「明治から
現代に至る 80 余年の時代のうねりを背景に生き
た主人公おしんは，日本の女性そのものといえる．

貧しさの中で育ち，懸命に生き，家族や周囲への

豊かな愛情を抱きながら，ひたすらに人生を歩み

続けた一人の女．おしんは，時代の流れの中で『生

きる』ために辛酸をなめる『働く女』であり，家

族のあり方が変わってきた中で，真心を貫き通す

『偉大な母』でもある．今も日本のどこかに生き

ているそんな女である．」2)と紹介している．しか

し，おしんは 16ものチェーン店であるスーパーた
のくらの経営者であり，起業家として成功した女

性であった． 
そこで，おしんが起業するに至るまでどのよう

なスキルを身に付けたのか，そのスキルがどのよ

うな出来事に生かされたのかを探求し，日本経済

団体連合会（経団連）が提言している「企業が求

める人材像」と照合することを通して，「おしん」

から学ぶことができるビジネス・スキルを紹介す

る．さらに，起業を目指す際の心得について見解

を示すことを本稿の目的とする． 

２．おしんが身に付けたスキル 

(1) 奉公に出る前に家庭で学んだこと 
①自分の置かれた状況への理解 
明治 34年春，山形県の最上川上流の寒村に生ま
れたおしんが，自分の家が貧しいため，自分がい

ると祖母が食べることを遠慮しなければならいな

いほど困っていること，米一表で売られてあとへ

は引けなくどうにもならない人生があること，奉

公先から帰されると父母が困ることを 7歳の春に
初めて悟る．母親が流産を覚悟して川の浅瀬に入

っていく姿を目の当たりにして，そのことを理解

し奉公に行くことを決意する．  
(2) 奉公先（中川材木店）の修業で学んだこと 
①奉公人として仕事 
最上川下流の材木問屋へ子守奉公に出た．役割

は，子守．朝早く起き，ふき掃除，雑巾がけをす

る．少しでもヘマをすると叱責される．初日から

返事の仕方の指導を受ける．朝 5時におきて台所
を手伝い，廊下を拭き，店の若い衆の食事の世話

と子守を一日中する． 
昼の時間は，おしめの洗濯，風呂の日は風呂洗

いをする．「グズグズするな」と叱られ，食事も追

い立てられた． 
② 小学校で勉強（読み・書き） 
同じ年ごろの娘が学校へ通う姿を見ては，我慢

するが，子供らしい好奇心から子守しているおし

んは，学校の教室での国語の授業をのぞく．その

様子に向学心を見抜いた青年教師が，材木問屋の

主人を説得し，子守しながら学校へ通うことを許

される．先輩女中から昼飯抜きの仕打ちを受ける

が，負けるもんかと覚悟を決め辛抱した． 
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学校の子供たちにいじめられ奉公と学校は両立

しないことを悟り，学校を諦めるが，地面の上で

字の練習や算数の計算は続け，カタカナの読み書

きができるようになる． 
(3) 猟師（俊作）から山中での生活で学んだこと 
①読み・書き・そろばん 
盗人呼ばわりされたことをきっかけに，材木問

屋を飛び出し，雪の山中で行き倒れたところを脱

走兵である俊作に救われ，平仮名や算数を習った． 
②誠実に人と接すること 
俊作からは，「おしん，お前は，これから何十年

も生きていかなきゃならない．いろんなことがあ

るだろう．いろんな人たちとも触れ合うだろう．

つらいことも苦しいこともあるだろう．嫌なやつ

だっているだろう．だがな，決して，人を憎んだ

り，憎んだり，傷付けてはならんぞ」「結局，自分

が嫌な思いをすることになる」「相手の気持ちにな

ってみる」「ひとを許せる人間になってほしい．ひ

とを愛することができたら，きっとひとに愛され

る人間になる．自分だって，いつか心豊かにいき

られるんだ」と教えられた．ここで学んだことが， 
おしんの精神形成に最も影響を与えた． 
③戦争の残酷さ 
 戦争は人と人とが殺しあうことで残酷であるこ

と．どんなことがあっても戦争はしてはならない

ことを学ぶ． 
(4) 奉公先（加賀屋）の修業で学んだこと 
①豊かなくらしと言葉遣い 
雪が解け実家に戻るが，8 歳の初冬に再び米 5
俵と引き換えに酒田の米問屋”加賀屋”に奉公に出
ることなり，加賀屋で豊かさというものに初めて

触れた．部屋の隅々まで照らすランプや油もいら

ない電燈，最初の奉公先では川で洗えと教えられ

たおむつの洗濯も井戸水を使うこと，奉公先の主

人の娘が学校に行くのにお供がいることなど，こ

れまで知らなかった世界があることを知った． 
 目上の人に対する言葉遣いとして敬語を使う

こと．主人の娘と奉公人という身分の違いを学ぶ．

加賀屋の娘（加代）には，お嬢様と呼ぶように先

輩女中に叱られた． 
②お金儲けしたいという思い 
「米を作っている方がひもじい思いをしてるの

に米をつくらない加賀屋が白い飯食えて，奉公人

だって麦飯腹いっぱい食える『商い』はいいもん

だ」といい，商人になることを口にする． 
貧窮のうちに亡くなった祖母を思うにつけ，「つ

くづく貧乏は嫌だ」と思い，商売を覚えたいとい

う気持ちと貧乏から逃れ，お金儲けをするのには，

商人が一番だと思うようになった． 
③読み・書き・そろばん・帳面づけ 
おしんが，加代の本を読みたさほしさにちょっ

とだけ借りるつもりで本を持ってたところ，盗人

呼ばわりされ，窮地に追い込まれるが，本をすら

すらと読むおしんをみて，読みたいという気持ち

を理解した大奥様（くに）から人に疑われるよう

なことはしてはならないことを教わる． 
その後，おしんに心を開いた加代は学校から帰

ってくると自分の部屋におしんを呼んで，習って

きたばかりの漢字を教えた．また，くには，奉公

人としての仕事を終えたおしんを部屋に呼び，習

字を教えた．毎晩手習いした結果，読み書き算術

ができるようになった． 
④茶の湯，生け花，行儀作法，女子の躾，料理 

16歳になったおしんは，台所をいっさい取り仕
切るまでとなり，奥のことばかりでなく，店のこ

とまで手伝っていた．その他茶の作法も，くにに

仕込まれていた． 
(5) 髪結い（長谷川）の修業で学んだこと 
①言われる前にやること 
姉（はる）の病死を機に上京，遺言である浅草

寺近くの髪結い長谷川の弟子となる． 
「仕事はいちいち人に言われなくても，自分で

先へ先へとやれるようじゃなきゃあ，務まりしな

いんだよ」と言われ，その意味を理解したおしん

は，待っている客の湯のみを見て，「すぐ熱いのを

お持ちしますから」と新しく入れ替えたお茶をだ

し，玄関に脱いである客の履物を揃え，土ぼこり

で汚れている下駄に気づくと，ぞうきんを持って

きて丁寧に拭いた． 
②髪結いとしての技能 

2 年ほどの下働きの中で，人の動きを観察しな
がら技能を習得していく．日本髪から洋髪へ世の

中が変化する中で，他店にて洋髪の形を観察して

習得する．お客様にもっとも似合う髪を結ってあ

げたいという仕事ぶりを身につける．出髪に際し

ては，修業中ということで無料にして一人でも多

くのお客の髪を結う経験を積んだ． 
(6) 露店営業で学んだこと 
①露店営業で物が売れること 
露店で物を売っている人たちを観察し，口上に

人が集まり，物が売れていることを学んだ．  
②露店営業の掟 
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 テキ屋の仕事と露天商の仕組みを理解する．さ

らに組頭の中沢健から仁義の切り方を学ぶ． 
③売れる商売のコツ 
 いい品物を安く売れば必ず買ってもらえること． 
(7) 子供服の製造販売で学んだこと 
①ミシンの使い方と洋裁の基礎 
着物の仕立てには自信があったので，生地の扱

いには慣れているせいか，ミシンの使い方の上達

は早かった．型紙の取り方，裁断の仕方などを学

んだ． 
②店には信用が必要なこと 
 開店して 10 日たっても売れ行きが上がらかっ
た．自分で作ったものを選んでくれたお客様に，

自分の手で渡すという商売をしたかったが，売れ

なかった．しかし，百貨店のような有名店（大野

屋）の目に留まり，信用がある店で売ることにな

ったとたん飛ぶように売れた． 
③天災による喪失感と絶望感 
 注文の拡大に応えるため，店の規模を拡大し，

多額の借金をして建てた新工場の新築祝いの日，

大地震により住む家と工場のすべてを失った． 
そのことで，夫（竜三）の佐賀にある実家に帰

ることとなり，絶望感を抱いた． 
(8) 魚の行商で学んだこと 
魚を仕入れて，売りに行くこと．市場や仲買人

を通さない分だけ，原価が安くなるので，儲けは

本人の腕次第ということ．商売の面白いところと，

むずかしいところがあること． 
(9) これまでの商売で培ったもの 
今までにおしんが経験してきた商売は，髪結い

の出髪，露店の羅紗売り，子供服の製造販売，露

店のドンドン焼き売り，飯屋などみんな一から始

めたものばかりであり，その経験で見知らぬ間に

商売の勘と根性を身に付け，なんとかなるさと居

直れる強さも培われた． 
 
３．身に着けたスキルが役立った出来事 

(1) 奉公先（加賀屋）での出来事 
①奉公が許されたこと 
手違いで奉公を頼んでいないと断られるが，自

分の置かれた状況をあまりに熱心に頼むので，く

にの心を動かし奉公を許された． 
②本をすらすら読めたこと 
 くには，加代から少しの間借りたのだという本

をおしん本を読むように命じた．それをすらすら

読めたことにより盗人ではないことを認めてもら

った． 
③みみづくが作れたこと 
祖母にみみづくの作り方を教わっていて，それ

を突き飛ばして怪我をさせた加代に差し上げたこ

とで，加代はおしんに自分がもっていない能力が

あることを知り，おしんを許し，心を開いた． 
④縁談話があったこと 
女としての行儀作法や人となりが見初められ，

縁談話が進んでいく． 
(2) 奉公先（髪結い長谷川）での出来事 
①奉公が許されたこと 
最初は，門前払いを食ってしまうが，どんなこ

とをしてでも弟子入りさせてもらいたいおしんは，

店回りの掃除，風呂のたきつけを手伝って頼み込

む．そのひたむきな姿に奉公が許された． 
②髪結いとして独立が許されたこと 
髪結としての基礎技術を習得したおしんは，洋

髪の出髪を許された．髪結とは関係のない手紙の

代筆や着物の仕立てまで何事も修業だとして嫌な

顔一つも見せないで接客したため，評判が高まり

お得意様が増えていった．「出髪」としてついに独

立することになった．  
(3) 田倉との結婚での出来事 
①田倉竜三がおしんにみた人柄  
羅紗問屋を経営する田倉竜三は，「優しさと強さ，

美しさとたくましさ，全然反対のものを一人で持

っているおしんの人間にに惚れ抜いた．」として，

結婚を申し込み，結婚を決意する． 
②番頭（源右衛門）がおしんに見た人となり 
田倉竜三のお目付け役である番頭（源右衛門）

は，おしんが小作の娘であることに嫁としての資

質を疑っていたが，祝言後の同居生活の中で，お

しんは，嫁にふさわしいと佐賀の父親に手紙を書

いた．その中で，「心のやさしか」「苦労人」「思い

やり」「気配り」「料理」「読み書き算術」「経理」，

「商いの才覚」「女子としての行儀作法・たしなみ」

「茶の湯の腕」が優れていると褒めた． 
③田倉商会の経営状態を見抜く 
土地は借地権のみで，建物の名義は竜三となっ

ていた．店の経費も出ないほどの利益しか出てな

く，危険な商売であることを察知した． 
④商品の引き上げ 
取引先の洋服屋が倒産しそうという情報に対し

て，売掛金がほとんど回収できていないことを知

り，倒産してしまえば，納めた布地の代金はとれ
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なくなると判断し，商品を引き上げ大きな損失を

免れた．次の日，洋服屋は倒産した． 
⑤田倉商店の立て直し 
 商売に失敗し，竜三が佐賀に引き上げるという

のに対して，田倉商会はまだ潰れたわけではない

と，竜三の再起を促した．おなかに子どもができ

たことで，夫に対して，父親として，経営者とし

てのべての責任を託し，髪結いもやめた．生活は

窮迫したが，お金がないということを竜三に体験

させ，どん底から這いあがって，自信を持たせた

いと貧乏生活に耐えた． 
そして，頭を下げたことのない竜三が金策のた

めに頭を下げ，捨て身で商売をやる気にさせた． 
⑥起業「子供服」製造販売 
子どもが洋服を着て学校へ行くようになり，こ

どもの普段着の製造販売は商売になると踏んだ．

資本を得るために，露店でたたき売りを始め，在

庫を処分してミシンを購入し，縫い子を雇って，

子ども服の製造に乗り出した．1 年ほどで縫い子
を 6人ほど増やすことができ，商売も順調となる． 
(4) 酒田で飯屋での出来事 
①起業（飯屋）と広告宣伝 
関東大震災，佐賀の夫の実家に身を寄せた．姑

の暮らしに辛抱強いおしんも遂に耐えかねて，家

出．山形に戻り酒田の大奥様の病気見舞いが，く

にが亡くなった．資本は心配するなという加代に

商売することを勧められて，飯屋を始めることと

なった．開店当日お客がさっぱり入らず，飯屋の

営業を諦めかけたが，その試練に対して「どうし

たら客がきてくれるか」を考え，チラシを作成し

街角で配り電柱に貼って歩いた結果，効果が表れ

客が来てくれるようになった． 
②命がけの接客 
 店の客同士がナイフを振り回し対峙している

間に，店主として割って入って，露天商とのつき

あいから身に付けた立ち回りで一歩も引かずに啖

呵をきり，命がけで追い払った． 
(5)魚の行商での出来事 
①お得意様をつくる 
初恋相手である高倉浩太の手配にて，伊勢に移

り，行商を始める．売れないで余った魚を無料で

配って歩いたり，お客様に喜んで買ってもらうと

いって値段を安くした．さらに奉公時代に毎日の

ように魚をおろしていたので，見事に魚を客の前

でさばいて見せた．加賀屋で仕込まれた料理の知

識も腕も確かで，冠婚葬祭の料理まで手伝うよう

になり，客から重宝がられるようになった．その

上，早く売り切れた日には畑仕事まで手伝うよう

になり，その結果，客が増えていった．客を大切

にすることで信用を得ていった． 
②目標をもつ 
 いつも行商している町で魚屋を開き，そこへ佐

賀の夫竜三を呼び寄せ，親子三人の生活すること

を目標とした． 
(6) 田倉魚屋店での出来事 
①夫に一緒に暮らすことを決意させる 
夫がおしんのもとに満州へいくといって別れに

来た時，おしんの苦労を目の当たりにして，一緒

に暮らすことを決意する．町に店をだし，魚屋と

しての基盤を築く．昭和 4年（満 28歳）次男（仁）
出産．加代の息子（希望）を養子にする．長男（雄）

はおしんの背中を見て育ち，やさしい子に成長し

ていった． 
②奉公人を娘とする 
健がつれてきた娘（初子）を引き取り，大奥様

へのご恩返しのつもりで，娘同然に育てる． 
③御用商人となる 
陸軍少佐である竜三の兄（亀次郎）の勧めもあ

り，連隊に魚を卸す仕事を始める． 
(7) 魚の行商（2度目）と魚屋での出来事 
①行商と魚屋 
昭和 30年（満 54歳）戦後再び松阪に近くで行
商を始め，次第に魚屋としての地盤を固める． 
仁の夢は，「田倉魚店」ではなく，「田倉百貨店」

を持つことであったが，おしんは経営方針を譲ら

なかった． 
②郊外の工場近くで行商 
 郊外に新しい工場がいくつも進出し，働く女性

もふえてきたので，近くに売りに行く． 
③魚商品の創作 
 安い魚は味噌漬けは，工場帰りの女性たちに好

評で，高価な食材を粕漬けにしたものは贈答用に

よく売れた． 
④駅前の土地の譲渡 
 戦死した雄の戦友（河村）から，雄の形見とし

て駅前の土地を譲り受ける．その時，河村は金貸

した男に殺される． 
(8) スーパーの開店での出来事 
①経営方針の違い 
田倉商店は，魚と野菜を中心とした生鮮食料品

店として客を集めいていた．御用聞きは効率が悪

いからと仁は反対し，おしんは，昔から贔屓にし
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てくださるお客様に不便な思いはさせられないと

主張し，店の経営方針を巡って意見が対立する． 
仁は，資産家の娘（道子）と結婚する． 
②セルフサービス 
仁がセミナーに参加して，新しい経営について

勉強したこと，駅前の立地を生かしきれていない

ことをおしんに説明し，セルフサービス方式にす

べき，新しいことを勉強すべき，と主張する．そ

の後，おしんは，金銭登録機メーカーが主催する

セミナーに出席し，勉強した． 
③資金繰り 
おしんは，新しい店の商売に道子の実家からの

資金援助を断り，自前ですべて行う決心をした．  
④従業員 
仁の少年飛行隊の後輩（崎田辰則）は，アメリ

カで 5年間，セルフサービスの店に勤めていて，
その経験を買って，店を手伝ってもらうこととし

た．その後，辰則は，娘（禎）と結婚し，たのく

らの経営を支える． 
昭和 33年（満 57歳）好況の波に乗って，つい
にこの辺りで初めてのセルフサービスの店として

スーパー「たのくら」第 1号店を開店する． 
(9) 店舗の規模拡大での出来事 
①従業員数と売り場面積 
 開店一周年の時点で，従業員は 20名を超え，
売場面積も開店時の倍になっていた． 
②土地 
投資のつもりで，地の利のいい土地を安い時に

購入していて，値上がりが見込まれていた． 
③拡大戦略（2・3号店出店） 
車が普及して，農村からみんな車で買い物に来

る時代となった．購入人口が増加しているので，

支店を増やしていくことに同意する．一度に 2ヶ
所へ出店したということで，その底力が評価され，

信用も高まって，初日から客が殺到した． 
④従業員教育 
 おしんは，社長として，従業員の教育を担当し

ており，田倉の従業員はお客様に評判が良かった． 
⑤経営危機 
以後，高度成長の波にのって，おしん，仁夫婦，

禎夫婦を核に同族会社としてのスーパーたのくら

は急成長し，16の本・支店を持つ企業に発展した．
昭和 58年春，17店目の大型スーパーを開店する
が，たのくらの経営危機に陥る．  
仁の夢であった「たのくら百貨店」を実現する

ために，田倉の集大成として，全力を懸けた最大

規模のものを出店する計画を打ち出したが，出店

場所に難色を示したおしんは反対する．このとき，

おしん（満 82歳）は副社長で社長の仁は，出店を
押し切ろうとする． 
 
４．企業が求める人材像とおしんのスキル 

4-1.経団連の提言 
経団連（日本経済団体連合会）は，2004年に「21
世紀を生き抜く次世代育成のための提言」を発表

している．その中で，産業界が求める人材は， 
図 1に示す 3つの「力」を備えた人材を育成する
ことを提言している 3)． 

図 1.産業界が求める 3つの「力」 
4-2.おしんのスキルとの照合 
 おしんが身に付けたスキルを整理すると以下①

から⑮であり，図１に示す 3つの「力」と照合し
てみる． 
①状況判断力・洞察力 
②仕事についての理解力 
③業務遂行能力 
④基礎学力（読み・書き・計算・経理） 
⑤行儀作法，敬語，料理 
⑥誠実な人間性 
⑦社会性（規範や使命感，倫理観） 
⑧社会貢献する意欲 
⑨目標（志）を持つこと 
⑩行動力，実行力 
⑪自分の意見をきちんと述べること 
⑫髪結いとしての技術 
⑬商売の経験・勘・コツ 
⑭精神力（根性） 
⑮忍耐力 
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要旨：能力主義管理は多くの日本企業で実践されてきた人的資源管理の方法論である．能力主義管理は，企

業の経営能率を高めるという時代の要請から，学歴主義や年功主義に替わるものとして広がった．能力主義

は年齢や勤続年数による人事を経営能率の阻害要因と認識し，これらを排除しようとする志向を持つもので

ある．しかし，日本企業は長幼の序をはじめとする日本人の倫理観を組織から排除することができず，年功

序列と終身雇用を制度に取り込んだ日本的能力主義とならざるを得なかったのである．  

キーワード: 能力主義，社会倫理，終身雇用，年功序列 
 
 
１．はじめに 

 

1969 年，日経連能力主義管理研究会は能力主義

管理を提唱した．そして，能力主義に基づく人的

資源管理は，多くの日本企業の現場において実践

されてきた． 
本稿では，能力主義の理念，能力主義と集団主

義の関係，能力主義と日本的雇用慣行との関係に

ついて解説する．そのことを通じて，能力主義が

生まれた背景には，日本企業の経営能率を高める

ために学歴主義や年功主義といった旧来の人的資

源管理の考え方を刷新しなければならない事情が

存在したこと，能力主義の理念は年齢や勤続年数

に基づく人的資源管理を否定したにもかかわらず，

長幼の序などの日本人の社会倫理を組織から排除

することができず，現実には年功序列と終身雇用

を取り込んだ「日本的能力主義」とならざるを得

なかったことを明らかにする． 
 

２．能力主義の理念 

 

アメリカ企業では職務基準の人的資源管理が一

般的である．その制度である職務等級は職務水準

に応じて待遇に格差をつけるものであり，簡単に

言えば，事業の変化に従業員の整理解雇と新規採

用で対応することを前提とした人的資源管理であ

る．その一方，日本企業の人的資源管理は人間に 
職務を合わせようとする志向があり，従業員が保 

 
 
有する職務遂行能力の水準に応じて従業員を格付

けし，その格付けに基づいて人事・賃金処遇を決

定していく職能等級制度が一般的であった． 
日本企業の人的資源管理に能力主義の必要性を

説いたものとして知られるのは，日経連能力主義

管理研究会（1969）である．そこでは，能力主義

を「労働者一人一人の能力を最高に開発し，最大

に活用し，かつ，学歴や年齢，勤続年数にとらわ

れない能力発揮に応じた真の意味における平等な

処遇を行うことによって意欲喚起を重視し，もっ

て少数精鋭主義を目指す人事労務管理」と定義し

ており，能力主義が年功的要素を排除する概念と

して生まれたものであることがわかる． 

能力主義の理念は，人間尊重と経済合理性を対

立的な関係と見るのではなく，人間尊重と企業能

率主義の調和を図ることにある．つまり，「経済

合理性は従業員を人間として尊重することなくし

ては追求することは不可能」であるととらえてお

り，「人間尊重は経済合理性追求の中に含まれて

いる」と理解するのである（日経連能力主義管理

研究会1969，p64）．企業が従業員に対して能力

の伸長と発揮を望み，従業員がそれに応えるとい

う関係を築くことによって，人間尊重と企業能率

の両立を図ることができ，そこに能力主義の意義

があると考えているのである． 
能力主義は，人間尊重を個人レベルにおける能

力開発，能力発揮の追求ととらえ，そのことが能

力主義の実践であると考える．なぜならば，「人

間尊重とは，業務の上から考える限り，従業員の

職務遂行能力を発見し，十二分に開発し，かつ発
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 (1)志と心 
「『志と心』とは，社会の一員としての規範を備

え，物事に使命感をもって取り組むことのできる

力である．顧客への対応や関係企業との関係をは

じめ，事業活動を推進していく上で，誠実さや信

頼を得る人間性，倫理観を備えていることが不可

欠である」とされる． 
おしんは，16歳になるまでの厳しい奉公に耐え，
「商人」になりたいとう志の高さや家族を養うと

いう責任感が備わっている．自分から果敢に挑戦

する意志や情熱を持っている． 
おしんのスキル⑥⑦⑧⑭⑮と一致すると考えら

れる． 
(2)行動力 
「『行動力』とは，情報の収集や，交渉，調整な

どを通じて困難を克服しながら目標を達成する力

である．自らの目標達成に向けて，周りの人々，

時には外国の人々と議論し理解してもらうために

は，高いコミュニケーション能力が必要である．」

とされる． 
おしんは，いくつかの商売を経験する中で，周

囲との軋轢やトラブルなどの困難を克服していっ

た．自分の力を信じ，粘り強く，目標に向け努力

を惜しまなかった．また，どん底から何度も這い

上がり，休む暇なく働く姿を見せている． 
おしんのスキル⑨⑩⑪と一致すると考えられる． 

(3)知力 
「『知力』とは，深く物事を探求し考え抜く力であ

る．各分野の基礎的な学力に加え，深く物事を探

求し考え抜く力や論理的・戦略的思考力さらには

高い専門性や独創性が求められる．」とされている． 
学校へも行かずに，奉公先や山中での暮らしの

中で，「読み・書き・算術」「経理財務」を身に付

けたことが，基礎となり，その後の人生を成功へ

と導いている． 
おしんのスキル①②④⑤⑫⑬と一致すると考え

られる． 
 
５．起業家として成功するために必要な考え方 

おしんから学べる起業家として成功するために

必要な考え方は，以下(1)から(4)のとおりである． 
(1) 自分が心からやりたいこと，できることを探
して，誠実に対応すれば，チャンスをつかむこと

ができる．そして，一所懸命に取り組むことで，

また次のチャンスがやってくる． 

(2)人との出会いを大切にすること，コミュニケー
ションをとり続けることで，つながりを作ること

ができる．それが自分を応援してくれる大きな力

となる． 
(3)人が喜んでくれることをそのときどきの損得
に捉われずやってみる． 
(4)成功を信じて忍耐強く諦めず取り組み，ダメな
ら振出しに戻るだけという，居直る強さをもつ． 
 
６．おわりに 

 おしんの誠実な人間性や勤勉性，知力は，少女

時代に主に俊作や加賀屋の大奥様から学んだもの

である．未経験からスタートし，人との出会いを

大切にしながら，情熱をもって一所懸命に我慢強

く取り組みいくつかの商売を成功させた． 
放送世論調査所「おしん・全資料」に目を通す

と「おしんに学ぶことは，『どん底から何度でもは

い上がるバイタリティーではないだろうか』」，「こ

の忍耐というものが，いかに人間にとって尊いも

のであるか，ということを私達によく教えてくれ

るすばらしい番組といえる．」4)など「おしん」に

対して学びの視点からの賞賛の声も散見できる． 
本稿において，ビジネス・スキルという視点で

「おしん」を読み直した結果，おしんに培われた

「力」は，現代企業が学生に求める能力と一致し

ている点があることが明らかになった．これらは，

普遍性があり時代を超えて今後も求められる「力」

であり続けるであろう． 
蛇足ではあるが，作者は、おしんは自分の人生

に納得していない．「単なるサクセスストーリーで

はなく，経済的には裕福だが、幸せではない」5)

ということを後年述べていることを付け加えてお

きたい．  
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